
 1

 
 

 

  

 

 

  

「「復復興興道道路路」」のの中中心心杭杭設設置置式式をを実実施施    
～～  復復興興元元年年！！東東日日本本大大震震災災津津波波かかららのの復復興興にに向向けけてて  ～～ 

東東日日本本大大震震災災津津波波かかららのの復復興興にに向向けけてて、、県県がが「「復復興興元元年年」」ととししてて位位置置付付けけてていいるる 22001122 年年ががススタターー

トトししままししたた。。１１月月 1111 日日ににはは、、遠遠野野市市ににおおいいてて、、「「復復興興道道路路」」ででああるる「「東東北北横横断断自自動動車車道道釜釜石石秋秋田田線線」」のの

遠遠野野住住田田～～遠遠野野間間のの中中心心杭杭設設置置式式がが行行わわれれままししたた。。東東北北横横断断自自動動車車道道釜釜石石秋秋田田線線はは、、内内陸陸とと三三陸陸

沿沿岸岸地地域域をを結結ぶぶ横横断断軸軸ととししてて、、今今後後 1100 年年以以内内のの完完成成をを目目指指しし、、国国にによよるる整整備備がが進進めめらられれてていいききまますす。。  
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東東日日本本大大震震災災津津波波災災害害にに伴伴うう災災害害査査定定がが終終了了！！  

  

砂砂  防防  災災  害害  課課  

  
東日本大震災津波災害に伴う道路、河川等の公共土木施設の国による災害査定は、一部

のがれき置場となっている公園施設を除き、平成 23 年 12 月 23 日で全て終了しました。  

今回の災害に伴う査定決定額は、県関係が 812 箇所の約 2,200 億円、市町村関係が

1,237 箇所の約 27９ 億円で、県全体では 2,049 箇所の約 2,479 億円と過去最大と

なりました。 

災害査定が終了し、今後、本格的な災害復旧工事がはじまります。今後とも、市町村と

協力しながら、公共土木施設の早期復旧に向けて全力で取組んでいきます。 

 

 

   

 

～ 本格復旧へ向けて一歩前進！ ～ 

査定決定額の内訳（国土交通省所管） 
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 国による災害査定は、５月 30 日に内陸部か

ら始まり、県内全ての査定が終了した 12 月

23 日までに延べ 119 班で行われました。 

 災害査定を行う査定官（国土交通省）と立会

官（財務省）は、本省をはじめとして、北海道

から沖縄県まで、全国各地の国出先機関から多

くの職員の参集をいただきました。 

 災害査定では、他県からの応援職員の皆さん

の強力なサポートもあり、査定官から県の対応

について高い評価をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【東日本大震災津波災害に伴う査定経緯】 

 ○H23.５.30  公共土木施設（内陸部）の査定開始 

 ○H23.７.15  公共土木施設（内陸部）の査定終了 

 ○H23.７.25  公共土木施設（沿岸部）の査定開始 

 ○H23.９.27  大規模海岸施設 査定開始 

 ○H23.12.23  公共土木施設の災害査定終了 

災害査定の状況 

概況説明状況 

実地査定状況（橋梁） 

（橋梁上部工裏側の確認） 

実地査定状況（海岸施設） 

机上査定状況 実地査定状況（道路） 

（津波の被害を受けた市街地） 



美しい県土づくりＮＥＷＳ 2012 年１月号 

4 

 

未未曾曾有有のの大大災災害害のの災災害害査査定定をを終終ええてて  
今回、災害査定を無事終えることができたのは、様々な方面 

からの応援、支援を受けながら、県土整備部職員が一丸となって 

取り組むことができたからであり、心より関係者各位に感謝 

申し上げます。 

これからは、休む間もなく本格復旧、復興へと突き進むわけ 

ですが、これまで以上に職員が力を合わせ、課題を一つ一つ 

解決しながら、取り組んでいきましょう!! 

平成 24 年１月  砂防災害課総括課長  菊地 一彦 

公共土木施設災害査定の決定状況は、こちらの砂防災害課 HP にも掲載しています！ 

 【県 HP トップ→県土整備部→砂防災害課→いわての災害】 

  http://www.pref.iwate.jp/list.rbz?nd=825&ik=3&pnp=17&pnp=66&pnp=783&pnp=825 

 

件数 決定 件数 決定 件数 決定

12/31～1/1　豪雨 1 1,697 1 1,697

12/30～1/2　冬季風浪 1 4,488 2 16,648 3 21,136

3/11　平成23年東北地方太平洋沖地震 812 220,036,977 1,237 27,885,883 2,049 247,922,860

6/22～27　梅雨前線豪雨 37 606,042 40 242,620 77 848,662

8/14～19　豪雨 5 23,587 5 23,587

8/20～28　豪雨 8 19,941 8 19,941

9/15～23　台風15号及び豪雨 166 2,082,969 358 2,003,412 524 4,086,381

計 1,017 222,732,173 1,650 30,192,091 2,667 252,924,264

金額：千円

異常気象

県+市町村工事

県工事 市町村工事 合計

 

 

公共土木施設の災害復旧は、防潮堤や水門等の大規模施設については 5 年、その他の施

設については 3 年で復旧することを目指して、順次工事を発注する予定としています。 

なお、沿岸部の市街地については、市町村の復興計画等と調整を図りながら、復旧を進

めることとしています。 

 

  

 平成 23 年に発生した災害の異常気象別の査定結果は、下表のとおりです。 

 昨年は、年初めの豪雨、冬期風浪にはじまり、３月の東日本大震災津波、９月の台風 15

号と災害が続き、県内全ての市町村で公共土木施設が被害を受けました。査定決定額につ

いても、過去最も被害の大きかった平成 11 年の約 377 億円を大きく上回りました。 

 

今後の取組について 

【参考】平成 23 年発生災害 災害査定結果（異常気象別） 

http://www.pref.iwate.jp/list.rbz?nd=825&ik=3&pnp=17&pnp=66&pnp=783&pnp=825
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ＪＪＡＡＬＬ・・ＦＦＤＤＡＡがが平平成成2244年年度度上上期期のの航航空空ダダイイヤヤをを発発表表  

路路線線再再開開・・増増便便ででいいわわてて花花巻巻空空港港ががよよりり便便利利にに！！  

  

空空  港港  課課  

 

 

平成 24 年１月 17 日、日本航空(株)の子会社ジェイエアの山村毅社長が県庁を訪れ、

花巻―福岡線を３月 25 日から１日１便開設（再開）することを明らかにしました。 

 福岡線は平成８年６月に就

航され年間約３万人に利用い

ただいておりましたが、平成

19年10月に運休されました。

約４年ぶりに福岡線が再開す

ることは、両地域の経済や観

光面での交流が促進され、東

日本大震災津波からの復興を

加速させる大きな力となり、

岩手県にとって大変明るいニ

ュースです。 

 また、JALは花巻―札幌線を７月13日から10月27日まで１便増便して１日４便に、

花巻―大阪線は機材の変更により供給座席数を増加するとともに、４月２日から４月 27

日、５月 27 日～６月 25 日、８月１日～８月 31 日は１便増便して１日４便にすること

も同時に発表しました。 

 花巻発着路線のネ

ットワークが拡大す

るととともに、供給座

席数が増え利便性が

向上したこの機会に、

ぜひ一度福岡・札幌・

大阪を訪れてみては

いかがでしょうか。 

 

 １月 17 日、ジェイエアの山村社長（奥の座席、左から２番目）が県
庁を訪れ、達増知事に福岡線開設を報告 

花巻―福岡線で使用される機材「CRJ（50 席）」 
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平成 24 年１月 24 日、(株)フジドリームエアラインズ（FDA）の齋藤茂宏 Web 営業

企画部長が県庁で、花巻―名古屋（小牧）線を３月 25 日より１便増便して１日２往復に

することを発表しました。 

 花巻―名古屋（小牧）線は、

FDA が昨年５月 21 日より開設

していましたが、県内外の関係

者から日帰り可能な１日２往復

化への要望が県にも寄せられ、

官民一体となって増便の要望活

動を展開してきたところであり、

今回の発表は大変うれしいニュ

ースとなりました。 

  
 

花巻―名古屋（小牧）線は、

自動車産業など本県の経済交

流の拡大に結び付く大変重要

な路線です。これを契機とし

て名古屋圏との交流がさらに

活性化し、東日本大震災津波

からの復興に弾みがつくもの

と大いに期待されます。 
 
 先の JAL による花巻―福

岡線開設（再開）と合わせ、

より一層便利になった「いわ

て花巻空港」。 

県民の皆様に親しまれ、よ

り多くの方々に空港をご利用いただけるよう、引き続き路線の拡充、利用の促進に努めて

いきます。 

 

 

１月 24 日、ＦＤＡの齋藤 Web 営業企画部長（写真中央）
が県庁を訪れ、名古屋線開設を発表 

花巻―名古屋（小牧）線で使用される 
機材「ＥＲＪ（76 席又は 84 席）」 
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建 築 住 宅 課 

県では、東日本大震災津波による被災者向けの恒久的な住宅として、比較的低廉な家賃

で入居できる災害復興公営住宅の整備を進めています。 

平成23年10月５日に策定した「岩手県住宅復興の基本方針」では、復興住宅の供給計

画として、公営住宅4,000～5,000戸を想定（災害復興公営住宅及び一般公営住宅、県営

及び市町村営）しており、これまで建設地の適地調査を行ってきましたが、この度、県に

よる第１弾の取組みとして、釜石市で２団地の整備を決定しました。今後、設計を進め、

来年度前半の本体着工、平成25年度前半の完成を目指して整備を進めて行きます。 

なお、他の市町村においても、現在、建設地の選定を進めており、用地が確定次第、順

次設計に着手し、一日も早い完成を目指して取組んでいきます。 

 

  

① （仮称）釜石市平田地区災害復興公営住宅団地 

建設地 釜石市平田第６地割１９（旧釜石商業高等学校） 

計画戸数  約120戸 

計画床面積 約8,400㎡ 

計画階数 8階建て 

 ② （仮称）釜石市野田町地区災害復興公営住宅団地 

建設地 釜石市野田町５丁目281（旧釜石市教職員住宅） 

計画戸数  約40戸 

計画床面積 約2,800㎡ 

計画階数 4階建て 

 

 

災害復興公営住宅の整備を進めています！ 

～～  被被災災者者のの生生活活のの安安定定とと住住環環境境のの再再建建等等へへのの支支援援にに向向けけてて  ～～  

対象団地 

完成イメージ 位置図 

差し替えた地図は、別ページを御覧ください 
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県県でではは、、東東日日本本大大震震災災にによよるる津津波波でで被被災災ししたた皆皆様様ににおお住住ままいいいいたただだくくたためめ、、災災

害害復復興興公公営営住住宅宅のの建建設設をを計計画画ししてていいまますす。。  

現現在在、、各各被被災災地地をを対対象象にに建建設設候候補補地地のの調調査査をを行行いい、、土土地地のの確確保保にに努努めめてていいまま

すすがが、、必必要要なな戸戸数数をを建建設設すするるたためめ、、ささららななるる用用地地のの確確保保がが必必要要ととななっってていいまますす。。  

災災害害復復興興公公営営住住宅宅のの建建設設ののたためめ、、以以下下のの条条件件にに合合っったた土土地地をを探探ししてていいまますすのの

でで、、心心当当たたりりのの皆皆様様ににはは、、情情報報提提供供ににごご協協力力ををおお願願いいししまますす。。 

１ 目的：東日本大震災に伴う津波被災者向け公営住宅団地の建設用地 

２ 対象地域：宮古市、釜石市、大船渡市、陸前高田市、山田町、 

大槌町の各地域内 

３ 敷地の規模：概ねの目安として、2,000 ㎡（約 600 坪程度）以上 

４ 接道条件：幅員４ｍ以上の公衆用道路に４ｍ以上接しているか、今後接する

見込みがあること。 
５ 譲受けの条件：土地評価額を基本とした県による買取 

（譲渡益課税控除の対象となります） 
６ その他 

・各市町村が定めた復興計画に沿わない立地となる場合は取得できない場合

があります。 
・都市計画法に基づく工業専用地域は対象としません。 
・各種法令等により、住宅の建設が禁止される土地は対象としません。 
・有る程度の造成工事を前提とする土地も含みます。 
・現状の既存建物の有無は問いません。 
・最終的な購入の判断は、現地調査を含む各種検討を経た上での決定 
となります。 
・不動産譲渡に伴う譲渡益課税控除額については、個別の算定となります。 

東東日日本本大大震震災災津津波波のの被被災災者者向向けけ  

災災害害復復興興公公営営住住宅宅建建設設ののたためめのの  

用用地地情情報報提提供供ののおお願願いい 

【情報提供を頂く窓口】 

○県庁建築住宅課 0196295959 

○各広域振興局土木部又は土木センターの建築担当 

 ・宮古地区 ：0193642221 （内線）382 

 ・釜石地区 ：0193252708 （内線）273 

 ・大船渡地区：0192279919 （内線）297 



（令和６年作成）当時の地図とは異なります

平田地区

野田地区
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「「岩岩谷谷橋橋」」のの架架けけ替替ええにに向向けけてて  

  

  

県では、二戸市において、安全で円滑な通行の確保と老朽化に伴う「岩谷橋」の架け

替え事業に着手しており、現在、計画・設計を進めています。 

計画・設計に当たっては、岩谷橋と周辺のまち並み景観や歴史景観を色濃く残す回廊

等との調和を図り、さらに醸成させていくため、景観計画を策定することとしています。 

  
【【事事業業概概要要】】   

 本路線は、二戸市の中心市街地を南北に縦貫する幹線道路であり、沿線には小・中学校

や高校等の文教施設のほか市役所・商業施設などが集積しています。 

岩谷橋北側の落久保交差点は、二戸市の東西と南北の交通軸が交差する交通量の多い交

差点となっています。しかし、この交差点は、変則五叉路であるうえ、食い違い交差であ

ること、そして南側に右折レーンが無いことから朝夕には混雑し、また、歩道も狭小であ

ることから安全で円滑な通行が阻害されている状況となっています。また、岩谷橋は完成

から60年以上経過しており老朽化が著しく、早急な架替が求められていました。 

このため、本事業により、岩谷橋の架替及び前後道路の線形改良、拡幅、交差点改良を

行い、安全で安心な通行空間の確保と都市内道路の機能向上を図るものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

福岡小

至
九

戸

･

久

慈

至
盛

岡

至 八戸

都市計画道路荒瀬上田面線

岩谷橋

N

～～  みみんんななのの思思いいをを込込めめてて  ４４代代目目  平平成成のの岩岩谷谷橋橋  ～～  

県北広域振興局土木部 二戸土木センタ－ 

【位 置 図】 

混雑状況 

岩谷橋 

事業箇所 

差し替えた地図は、別ページを御覧ください 
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【【計計画画概概要要】】  

  

  

  

  

  

  

  

  
 

【【計計画画・・設設計計ににおおけけるる取取組組】】    
岩谷橋の計画にあたっては、自然、 

歴史、文化、風景などの地域資源を 

活かし、橋梁を主体とした道路の景観 

計画策定のため、有識者や地元代表者、 

各関係機関の方々で構成する「岩谷橋 

景観懇談会」を組織し景観検討を進め 

ています。 

また、住民の皆様に愛着をもって 

いただけるよう、地域住民の思いや 

希望を語り合う「岩谷橋景観ワ－ク 

ショップ」を開催し、景観懇談会に報 

告することとしています。 

今後、景観懇談会から景観計画に 

関する提言を受け、橋梁計画・設計を 

まとめていきます。 
  

【【検検討討ののああゆゆみみ】】 

 景観懇談会（第 1 回）は、昨年 12 

月 22 日に開催し、検討が始まりました。 

 また、本年１月 21 日には、岩谷橋 

景観ワ－クショップを開催、地域住民 

25 名が参加し、岩谷橋周辺の景観に 

ついて、問題点や理想などついて 

それぞれの思いを語り合いました。 
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【【明明治治のの岩岩谷谷橋橋】】  
現岩谷橋の位置に架橋されたのは、明治 21 年の国道の開通にあわせ建設されたもの

で、九戸城の外堀を渡るような形で、当時としては非常に画期的なものでした（なお、

旧道となった奥州街道の白鳥川に架けられているものが以前の岩谷橋です）。 

橋脚には、九戸城 

の石垣が使われたと 

いわれており、３本 

の橋脚に支えられた 

上部は木造で方杖 

形式のものでした。 

 

 

 

 

 

 

                         

【【大大正正のの岩岩谷谷橋橋】】  
                        上部工が朽ちたため、それまでの橋 

脚を利用し改修となったのは大正５ 

年のこと。上部工は、当時の土木技術 

が駆使された美しいア－チ形式でし 

た。なお、鋼材が使われた欄干は戦時 

中に供出され木製へと変わりました。 

 

 

 

 

 

 

【【昭昭和和のの岩岩谷谷橋橋】】  
 現在の岩谷橋は昭和 25 年 

に建設され、上部工は鋼鈑桁 

＋コンクリ－ト床版に改修 

されました。 

なお、旧岩谷橋の橋脚の一 

部が使われコンクリ－トで 

覆われたといわれています。 
 
 
 

資料提供：二戸歴史民俗資料館 

資料提供：丹野幸男氏 

現在の岩谷橋 

岩岩谷谷橋橋のの変変遷遷  
明治～大正～昭和 



（令和６年作成）当時の地図とは異なります

岩谷橋

都市計画道路荒瀬上田面線
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